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国
土
を
開
い
て
き
た
人
々

古
代
か
ら
現
代
ま
で
人
々
は
常
に
、
海

や
湖
沼
を
干
拓
し
、
荒
れ
野
を
開
き
、
耕

作
に
励
み
、
用
水
を
引
き
、
食
糧
の
生
産

を
行
な
い
、
日
本
の
国
土
を
創
っ
て
き
た
。

加
古
里
子
緒
方
英
樹
著
『
人
を
た
す
け

国
を
つ
く
っ
た
お
坊
さ
ん
た
ち
』（
全
国
建

設
研
修
セ
ン
タ
ー
１
９
９
７
）
に
は
、
奈
良
平

安
期
に
お
け
る
昆
陽
池

こ
や
い
け

を
造
り
、
狭
山
池

を
修
理
し
た
行
基
、
讃
岐
満
濃
池
の
修
復

し
た
空
海
、
鎌
倉
期
の
一
遍
、
忍
性
、
叡

尊
な
ど
は
、
道
路
、
橋
、
井
戸
、
堤
防
を

築
き
、
こ
れ
ら
の
僧
は
人
々
の
苦
し
み
を

除
き
、「
利
他
行
」
の
精
神
で
も
っ
て
社
会

事
業
に
貢
献
す
る
。

笠
原
秀
／
文
『
あ
れ
地
を
田
畑
に
！

東
日
本
編
』（
ポ
プ
ラ
社
１
９
９
６
）
を
め
く

る
と
、
十
勝
平
野
の
開
拓
者
依
田
勉
三
、

能
代
海
岸
に
松
林
を
施
し
た
栗
田
定
之
丞
、

男
鹿
半
島
に
用
水
を
ひ
い
た
渡
部
斧
松
、

品
井
沼
を
干
拓
し
た
鎌
田
三
之
助
、
那
須

疏
水
の
功
労
者
印
南
丈
作
と
矢
板
武
、
見

沼
代
用
水
路
を
築
い
た
井
沢
弥
惣
兵
衛
、

拾
ヶ
堰
を
造
っ
た
中
島
輪
兵
衛
た
ち
、
五

郎
兵
衛
新
田
を
開
い
た
市
川
五
郎
兵
衛
、

十
二
貫
野
用
水
の
椎
名
道
三
が
描
か
れ
て

い
る
。

さ
ら
に
、
同
『
あ
れ
地
を
田
畑
に
！

西
日
本
編
』（
ポ
プ
ラ
社
１
９
９
６
）
で
は
、

河
北
潟
の
干
拓
を
試
み
た
銭
屋
五
兵
衛
、

七
ヶ
用
水
を
開
鑿
し
た
枝
権
兵
衛
、
鴻
池

新
田
を
開
い
た
鴻
池
宗
利
、
新
井
用
水
を

造
っ
た
今
里
傳
兵
衛
、
出
雲
浜
山
植
林
を

行
っ
た
井
上
恵
助
、
鳥
取
砂
丘
砂
防
林
作

り
の
船
越
作
左
衛
門
、
豊
稔
池
石
積
み
ダ

ム
を
造
っ
た
加
地

か
じ

茂
治
郎
、
徳
島
・
袋
井

用
水
を
造
っ
た
楠
藤
吉
左
衛
門
、
熊
本
幸

野
溝
を
築
い
た
高
橋
政
重
、
笠
野
原
台
地

を
開
発
し
た
中
原
菊
次
郎
ら
が
挙
げ
ら
れ

て
い
る
。
具
体
的
に
東
か
ら
西
へ
向
か
っ

て
、
農
業
用
水
を
開
削
し
た
人
々
の
苦
労

を
追
っ
て
み
る
。

新
十
津
川
物
語

明
治
22
年
８
月
18
～
21
日
に
か
け
て
、

奈
良
県
吉
野
郡
十
津
川
流
域
を
記
録
的
な

豪
雨
が
襲
い
、
大
災
害
が
発
生
し
た
。
全

体
の
被
害
は
死
者
１
４
９
６
名
、
流
失
家

屋
３
６
５
棟
、
田
１
４
６
３
反
に
及
ん
だ
。

「
十
津
川
大
水
害
」
で
あ
る
。
同
年
10
月
被

災
者
６
０
０
戸
は
北
海
道
に
向
か
っ
て
移

住
を
開
始
し
た
。
川
村
た
か
し
著
『
北
へ

行
く
旅
人
た
ち
—
新
十
津
川
物
語
』（
偕
成

社
１
９
７
７
）
で
は
、
父
母
を
水
害
で
失
っ

た
９
歳
の
津
田
フ
キ
ら
は
、
十
津
川
村
を

出
て
神
戸
港
か
ら
小
樽
へ
、
20
日
間
の
苦

難
の
旅
を
続
け
空
知
太
に
た
ど
り
着
く
。

極
寒
の
北
海
道
の
地
で
の
開
拓
に
挑
み
、

樺
戸
郡
新
十
津
川
町
を
建
設
す
る
。

新
渡
戸
傳
の
三
本
木
原
開
拓

江
戸
期
、
天
明
の
飢
饉
で
多
く
の
餓
死

者
が
出
た
。
南
部
盛
岡
藩
で
も
ひ
ど
い
飢

饉
に
襲
わ
れ
る
と
そ
の
た
び
一
揆
が
起
こ

っ
た
。
藩
の
財
政
再
建
の
た
め
、
寛
政
５

年
以
後
武
士
の
禄
を
下
げ
、
10
年
間
に
土

地
を
開
墾
す
れ
ば
、
そ
の
土
地
を
禄
と
し

て
与
え
る
制
度
を
施
行
し
た
。
そ
こ
で
、

勘
定
奉
行
新
渡
戸
傳
は
安
政
２
年
八
甲
田

山
の
東
に
拡
が
る
荒
野
三
本
木
原
開
拓
を

願
い
出
て
許
可
が
下
り
た
。
鈴
木
喜
代

春
／
著
　
山
口
晴
温
／
絵
『
飢
餓
の
大
地
』

（
鳩
の
森
書
房
１
９
７
７
）
は
、
傳
、
十
次
郎

（
子
）、
七
郎
（
孫
）
た
ち
は
十
和
田
湖
を

水
源
と
す
る
奥
入
瀬
川
か
ら
三
本
木
原
へ

導
水
す
る
こ
と
を
計
画
し
、
鞍
出
山
（
延

長
２
５
４
０
ｍ
）
と
天
狗
山
（
延
長
１

６
２
０
ｍ
）
に
ト
ン
ネ
ル
を
開
鑿
し
、
用

水
路
（
延
長
２
７
２
７
ｍ
）
を
造
り
、
安

政
５
年
完
成
し
た
。
さ
ら
に
三
本
木
原
開

拓
事
業
が
施
行
さ
れ
、
昭
和
41
年
約
７
０

０
０
ha
の
水
田
地
帯
が
誕
生
し
た
。
十
次

郎
は
碁
盤
の
よ
う
な
道
路
を
造
り
、
町
の

総
合
的
な
開
発
に
取
り
組
み
、
現
在
の
十

和
田
市
を
形
成
し
て
い
る
。

黒
井
半
四
郎
の
黒
井
堰

米
沢
藩
は
松
川
に
黒
井
半
四
郎
に
よ
っ

て
、
寛
政
９
年
に
黒
井
堰
を
完
成
さ
せ
、

続
い
て
半
四
郎
の
設
計
に
よ
る
飯
豊
山
の

奥
深
く
に
飯
豊
穴
堰
（
約
２
０
０
ｍ
）
を

掘
削
し
た
。
さ
ら
に
玉
川
の
水
を
白
川
に

注
ぐ
工
事
に
着
手
し
た
が
、
半
四
郎
は
過

労
の
為
、
病
に
倒
れ
、
還
ら
ぬ
人
と
な
っ

た
。
上
杉
鷹
山
は
、
半
四
郎
に
代
わ
っ
て

莅
戸

の
ぞ
き

九
郎
兵
衛
に
普
請
奉
行
を
命
じ
、
九

郎
が
亡
く
な
る
と
、
子
の
八
郎
政
以

ま
さ
も
ち

に
跡

を
継
が
せ
た
あ
と
、
文
政
元
年
に
竣
工
さ

せ
た
。
そ
れ
か
ら
北
条
郡
と
中
郡
各
村
は

米
沢
藩
の
穀
倉
地
帯
に
変
わ
っ
た
。
天
明

飢
饉
で
は
餓
死
者
が
出
た
も
の
の
、
日
本

史
上
最
大
の
天
保
大
飢
饉
が
襲
っ
た
時
は

米
沢
藩
で
は
一
人
の
餓
死
者
も
出
さ
な
か

っ
た
。
大
木
一
夫
／
作
、
菊
地
隆
和
／
画

『
若
き
鷹
た
ち
』（
岩
崎
書
店
１
９
８
４
）
で
は
、

黒
井
堰
開
削
に
関
し
て
、
上
杉
鷹
山
、
黒

井
半
四
郎
、
佐
藤
文
四
郎
ら
の
藩
政
改
革

と
共
に
描
い
て
い
る
。

安
積
疏
水
を
夢
み
た
小
林
久
敬

ひ
さ
た
か

猪
苗
代
湖
か
ら
導
水
す
る
安
積
疏
水
は
、

大
久
保
利
通
、
中
条
政
恒
、
フ
ァ
ン
ド
ー
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９
月
、
病
で
亡
く
な
る
。
69
歳
で
あ
っ
た
。

都
築
家
は
没
落
し
、
家
族
は
離
散
し
た
。

そ
れ
か
ら
30
年
後
、
弥
厚
の
遺
志
を
継
い

だ
岡
本
兵
松
と
伊
予
田
与
八
郎
の
二
人
は
、

反
対
に
遭
い
な
が
ら
も
、
明
治
12
年
１
月

に
着
工
し
、
明
治
17
年
４
月
安
城
が
原
、

五
か
野
原
を
貫
く
延
長
50
d
の
明
治
用
水

路
が
完
成
し
た
。

出
雲
が
生
ん
だ
三
偉
人

江
戸
期
出
雲
に
は
、
周
藤
彌
兵
衛
、
清

原
太
兵
衛
、
大
梶
七
兵
衛
と
い
う
治
水
三

偉
人
が
輩
出
し
た
。
意
宇
川
の
流
れ
を
日

吉
切
通
し
の
開
削
を
行
な
い
水
害
を
防
い

だ
、
村
尾
靖
子
／
作
、
高
田
勲
／
絵
『
周

藤
彌
兵
衛
』（
Ｈ
Ｎ
Ｓ
研
究
所
１
９
９
４
）、
松

江
市
か
ら
鹿
島
町
を
抜
け
て
宍
道
湖
の
水

を
日
本
海
へ
流
す
佐
陀
川
を
開
鑿
し
た
、

同
著
『
清
原
太
兵
衛
』（
Ｈ
Ｎ
Ｓ
研
究
所
１
９

９
７
）、
荒
木
浜
に
植
林
を
施
し
、
田
畑
を

造
成
し
、
そ
こ
へ
斐
伊
川
か
ら
水
を
引
く

高
瀬
川
開
削
し
た
。
同
著
『
出
雲
の
虹
』

（
岩
崎
書
店
２
０
０
２
）
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

岡
山
県
久
米
南
町
の
福
田
久
治

浄
土
宗
開
祖
法
然
の
誕
生
寺
が
あ
る
久

米
南
町
に
お
い
て
、
福
田
久
治
は
多
く
の

た
め
池
を
造
り
、
棚
田
を
つ
く
り
、
米
の

増
産
を
図
っ
た
。
安
藤
由
貴
子
／
文
、
沼

本
正
義
／
絵
『
耕
地
整
理
の
父
福
田
久
治
』

（
久
米
南
町
偉
人
顕
彰
会
２
０
１
１
）
が
あ
る
。

久
治
は
大
正
13
年
の
大
旱
魃
に
遭
遇
し
て
、

最
高
峰
笛
吹
山
で
涵
養
さ
れ
た
水
を
新
築

の
神
之
淵
に
貯
水
し
、
山
を
穿
っ
た
ト
ン

ネ
ル
、
谷
を
渡
し
た
サ
イ
フ
ォ
ン
で
下
流

の
丘
の
上
に
流
し
、
水
稲
や
畑
作
を
稔
ら

せ
、
サ
イ
フ
ォ
ン
の
父
と
呼
ば
れ
た
。

布
田
保
之
助
の
通
潤
橋

肥
後
矢
部
郷
（
現
・
熊
本
県
山
都
町
）
の
標

高
４
０
０
ｍ
の
白
糸
台
地
は
、
笹
原
川
と

合
流
す
る
轟
川
と
千
滝
川
に
挟
ま
れ
て
お

り
、
長
野
、
田
吉
な
ど
八
つ
の
村
に
３
０

０
世
帯
が
住
ん
で
い
た
。
こ
こ
の
農
地
は

天
水
農
業
で
あ
っ
て
、「
水
さ
え
く
れ
ば
」

と
待
望
し
て
い
た
。
矢
部
郷
の
大
庄
屋
布

田
保
之
助
は
、
笹
原
川
に
取
水
口
を
設
け
、

水
路
を
つ
く
り
、
轟
川
に
種
山
の
石
工
た

ち
の
協
力
を
え
て
石
橋
を
架
け
た
。
こ
の

石
橋
が
水
を
通
す
通
潤
橋
で
、
嘉
永
７
年

に
完
成
し
た
。
橋
の
高
さ
20
・
３
０
ｍ
、

長
さ
76
・
３
６
ｍ
、
石
管
（
吹
上
樋
）
３
列

を
載
せ
て
い
る
。
児
玉
辰
春
／
文
、
長
澤

靖
／
絵
『
虹
の
花
咲
く
通
潤
橋
』（
汐
文
社

１
９
９
８
）
、
大
林
美
穂
／
編
、
國
武
賢

聖
／
画
『
通
潤
橋
　
水
が
渡
る
橋
』（
山
都

町
教
育
委
員
会
２
０
１
２
）
に
、
保
之
助
の
通

潤
橋
に
命
を
賭
け
た
執
念
が
読
み
取
れ
る
。

そ
の
他
の
書
と
し
て
、
福
岡
県
春
日
市

の
白
水
池
嵩
上
げ
を
行
な
っ
た
、
今
給
黎

靖
子
／
文
、
長
坂
え
り
子
／
絵
『
水
こ
そ

い
の
ち
　
武
末
新
兵
衛
物
語
』（
葦
書
房
１

９
９
１
）
、
遠
賀
川
の
取
水
口
を
一
鍬
で
掘

削
し
た
シ
ョ
ー
ジ
ン
さ
ん
を
描
い
た
、
上

野
英
信
／
文
、
千
田
梅
二
／
画
『
ひ
と
く

わ
ぼ
り
』（
裏
山
書
房
１
９
８
２
）
を
挙
げ
る
。

以
上
、
農
業
用
水
を
開
削
し
た
先
人
た

ち
の
偉
業
に
関
し
て
述
べ
て
き
た
が
、
そ

こ
に
は
常
に
命
を
か
け
、「
利
他
行
」
の
精

神
が
貫
徹
し
て
い
た
。
先
人
た
ち
の
こ
れ

ら
の
業
績
は
、
素
晴
ら
し
い
水
の
風
景
を

創
り
出
し
、
母
性
的
な
優
し
い
風
土
を
醸

し
出
し
て
い
る
。

〈
村
ぢ
ゅ
う
の
水
路
う
ご
け
る
五
月
か
な
〉
　
　
　

（
川
本
　
昂
）

ル
ン
（
オ
ラ
ン
ダ
人
）
ら
の
尽
力
に
よ
っ
て
、

明
治
12
年
に
起
工
式
が
な
さ
れ
、
明
治
15

年
完
成
通
水
式
が
行
な
わ
れ
た
。

山
崎
義
人
／
文
、
渡
辺
安
芸
夫
／
絵

『
疏
水
と
小
林
久
敬
』（
歴
史
春
秋
出
版
１
９
８

６
）
に
よ
れ
ば
、
福
島
県
須
賀
川
仲
町
の

荷
物
問
屋
を
営
む
小
林
久
敬
は
、
江
戸
末

期
弘
化
４
年
に
猪
苗
代
湖
の
水
を
須
賀
川

ま
で
引
く
開
削
を
決
意
し
、
測
量
調
査
を

行
な
い
、
私
財
を
投
じ
疏
水
計
画
に
奔
走

す
る
。
中
条
政
恒
に
も
進
言
す
る
が
久
敬

の
案
は
受
諾
さ
れ
な
か
っ
た
。
久
敬
は
東

京
の
芝
の
門
前
町
に
宿
を
と
っ
て
、
伊
藤

博
文
に
面
会
を
求
め
る
が
、
機
会
は
与
え

ら
れ
な
か
っ
た
。「
久
敬
が
須
賀
川
の
家
に

帰
っ
た
と
き
に
は
、
妻
の
喜
知
も
弥
八
郎

も
い
ま
せ
ん
で
し
た
」「
疏
水
に
一
生
を
捧

げ
、
無
一
文
に
な
っ
た
久
敬
は
ひ
と
り
で

あ
ば
ら
家
に
住
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
」。

明
治
25
年
鈴
木
信
教
和
尚
に
看
取
ら
れ
永

眠
す
る
。
享
年
73
歳
で
あ
っ
た
。
そ
の
後

新
安
積
疏
水
が
完
成
し
、
須
賀
川
地
方
に

も
水
が
流
れ
、
１
５
０
０
ha
の
水
田
が
開

田
し
、
よ
う
や
く
久
敬
の
夢
は
実
現
し
た
。

荒
池
畔
に
小
林
久
敬
顕
彰
碑
と
彼
が
詠
ん

だ
「
あ
ら
た
の
し
　
田
毎
に
う
つ
る
　
月

の
か
げ
」
の
句
碑
が
建
立
さ
れ
た
。

安
積
疏
水
に
尽
力
し
た
お
雇
い
外
国
人

フ
ァ
ン

ド
ー
ル
ン
に
つ
い
て
、
鶴
見
正

夫
／
作
、
市
川
禎
男
／
画
『
か
く
さ
れ
た

オ
ラ
ン
ダ
人
』（
金
の
星
社
１
９
７
４
）
で
は
、

戦
時
中
、
金
属
の
供
出
に
抵
抗
し
て
、
安

積
疏
水
に
関
わ
る
農
民
た
ち
が
、
ド
ー
ル

ン
の
銅
像
を
隠
し
、
戦
後
に
再
建
さ
れ
る
。

箱
根
用
水
亀
田
郷
木
曾
山
用
水

命
を
賭
け
、
命
の
水
を
求
め
て
の
事
業

は
続
く
。
芦
ノ
湖
の
水
を
引
く
た
め
箱
根

の
山
腹
に
1.2
d
の
隧
道
を
掘
削
し
た
、
若

山
三
郎
／
作
、
岩
淵
慶
造
／
絵
『
村
を
う

る
お
し
た
命
の
水
』（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
１
９
９

８
）
は
、
大
庭
源
之
丞
、
友
野
与
右
衛
門

の
苦
難
の
物
語
で
あ
る
。
亀
田
郷
土
地
改

良
区
編
・
発
行
『
ま
ん
が
亀
田
郷
の
歴
史
』

（
１
９
９
８
）
は
、
湿
地
田
と
の
闘
い
、
信

州
飯
田
の
北
方
村
荒
井
の
川
に
お
け
る
岩

石
水
門
造
り
の
宮
下
和
男
／
作
、
斎
藤
俊

雄
／
画
『
あ
ば
れ
用
水
』（
信
濃
毎
日
新
聞
社

１
９
７
６
）
、
朝
穂
堰
土
地
改
良
区
編
・
発

行
『
朝
穂
せ
ぎ
物
語
』（
１
９
８
５
）、
山
を

越
え
て
取
水
す
る
、
有
賀
義
公
著
『
い
の

ち
の
水
を
求
め
て
　
権
兵
衛
峠
を
こ
え
た

木
曾
山
用
水
』（
学
校
図
書
１
９
９
０
）
が
あ

る
。

都
築
弥
厚
の
明
治
用
水

矢
作
川
の
水
を
何
と
か
引
き
、
新
田
を

造
る
計
画
に
つ
い
て
明
治
用
水
に
奔
走
し

た
都
築
弥
厚
を
捉
え
た
、
寺
沢
正
美
／
作
、

高
田
三
郎
／
絵
『
安
城
が
原
の
水
音
』（
ほ

る
ぷ
出
版
１
９
８
７
）
が
あ
る
。
最
初
、
先

駆
者
は
必
ず
や
流
域
農
民
ら
の
大
反
対
に

遭
遇
す
る
。「
弥
厚
は
、
み
な
の
衆
の
田
ん

ぼ
を
つ
ぶ
す
よ
う
な
こ
と
は
決
し
て
い
た

し
ま
せ
ぬ
！
」「
川
を
掘
り
ゃ
、
ど
う
な
る

だ
あ
！
」「
洪
水
に
な
っ
て
、
田
ん
ぼ
は
流

れ
ち
ま
う
わ
あ
」「
ん
だ
、
田
ん
ぼ
を
つ
ぶ

さ
ん
て
保
証
が
、
ど
こ
に
あ
る
だ
あ
」

弥
厚
は
、
わ
め
き
返
す
百
姓
た
ち
の
声

を
押
し
返
す
よ
う
に
こ
と
ば
を
つ
づ
け
た
。

「
い
や
、
川
を
掘
っ
て
も
洪
水
に
は
な
り
ま

せ
ぬ
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
今
の
十
倍
に
も

二
十
倍
に
も
、
田
ん
ぼ
は
広
く
な
り
ま
す

ぞ
。
み
な
の
衆
よ
、
大
き
く
目
を
ひ
ら
い

て
く
だ
さ
れ
。
水
は
百
姓
に
と
っ
て
は
な

く
て
は
な
ら
ぬ
も
の
じ
ゃ
」

天
保
４
年
４
月
弥
厚
に
幕
府
か
ら
新
開

地
開
発
の
許
可
が
下
り
た
が
、
そ
の
年
の


